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また、当時、日本海新聞（昭和 56（1981）年 1 月

















ことにある。（「はじめに」、「第 1 章」は安藤、「第 2
章」、「おわりに」は岡村、「資料編」は安藤、岡村が
担当した。）             （安藤隆一） 
 
第 1章『スペース』とは何であったか 
第 1節 『まちの本 スペース』の誕生 
鳥取市で発行されていたタウン誌である『まちの






ス』9 号の「編集室から」に「創刊 0 号を出したの
が、一昨年の 12 月 8 日と記憶しているから」とあ
り、実際に『スペース』の創刊号が発行されたのは、
1978 年 12 月 8 日である。
そして、『スペース』発刊 5 周年の時に書かれた
「スペースの編集者たち」というメモによれば、
「1978 年 10 月に初めて本づくりの話合いが行われ
てから、5 年を経過。」とあるから、編集期間は約 2
か月間で 0 号が完成している。
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提示し、第 2 章で、『スペース』の主要な書き手の一
人であった徳永進が提起した問題について考察する
ことにある。（「はじめに」、「第 1 章」は安藤、「第 2
章」、「おわりに」は岡村、「資料編」は安藤、岡村が
担当した。）             （安藤隆一） 
 
第 1 章『スペース』とは何であったか 
第 1節 『まちの本 スペース』の誕生 
鳥取市で発行されていたタウン誌である『まちの






ス』9 号の「編集室から」に「創刊 0 号を出したの
が、一昨年の 12 月 8 日と記憶しているから」とあ
り、実際に『スペース』の創刊号が発行されたのは、
1978 年 12 月 8 日である。
そして、『スペース』発刊 5 周年の時に書かれた
「スペースの編集者たち」というメモによれば、
「1978 年 10 月に初めて本づくりの話合いが行われ
てから、5 年を経過。」とあるから、編集期間は約 2
か月間で 0 号が完成している。















































































































第 2節 『スペース』の展開 
 1978 年 12 月に創刊された『まちの本  スペース』
は、『タウン情報誌  まちの本スペース』、『月刊タウ
ン情報  スペース』と名前やその性格を変えながら、
1997 年 12 月に発行された『タウン情報  スペース』
通巻 136 号をもって、約 20 年間で完全にその終わ























5 号 1979 年 12 月 42 ページ）
このように、『スペース』は、無償の「参加の本」
として、数多くの人に支えられていた。
そして、1984 年 5 月発行の 18 号は、5 周年記念号








行に至った。（『まちの本  スペース』18 号 1984
103岡村 知子・安藤 隆一：鳥取のタウン誌『スペース』をめぐる一考察
地域学論集 第 14 巻第 2 号(2017)
年 5 月 95 ページ）
しかし、1985 年 7 月の 20 号では、「最初は隔月刊
であったがその後は、季刊となり、さらに年 2 刊最




















年 11 月 25 日、鳥取市、とりぎん文化会館）で、そ
の編集者の森まゆみは、「地域雑誌『谷根千』とその































ない。（『まちの本スペース』30 号 1988 年 2 月 





















1989 年の 9 月からは、『スペース』制作を職業と
する専従のスタッフを置くことになり、念願の月刊
の発行を果たすことになる。
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地域学論集 第 14 巻第 2 号(2017)
年 5 月 95 ページ）
しかし、1985 年 7 月の 20 号では、「最初は隔月刊
であったがその後は、季刊となり、さらに年 2 刊最




















年 11 月 25 日、鳥取市、とりぎん文化会館）で、そ
の編集者の森まゆみは、「地域雑誌『谷根千』とその































ない。（『まちの本スペース』30 号 1988 年 2 月 





















1989 年の 9 月からは、『スペース』制作を職業と
する専従のスタッフを置くことになり、念願の月刊
の発行を果たすことになる。

























り、『とっとり・くらよし  タウン情報誌  まちの本ス
ペース』と改称した。
さらに月刊化された 1989 年 10 月号（通巻 37 号）
から 1990 年 3 月号（通巻 42 号）までの半年間は、
企画・編集はスペース編集室としながらも、発行元
は、別組織の「R2 エージェンシ （ー代表  山本利絵）」
となっている。1990 年 4 月号（通巻 43 号）からは、




 1978 年 12 月の創刊から 1989 年 10 月の月刊化ま






あった石井昭が引退した 1985 年 7 月の『スペース』









1978 年 10 月に初めて本づくりの話合いが行われて





































⑨ 50 年、100 年後の鳥取を設計する。




































① スペース出版局から別冊を出す。…1988 年 12 月



































と題したこの本は定価 1,350 円にもかかわらず 1 万
部の発行を実現する。⑩における『スペース』での
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① スペース出版局から別冊を出す。…1988 年 12 月



































と題したこの本は定価 1,350 円にもかかわらず 1 万
部の発行を実現する。⑩における『スペース』での



















































特に、今から 50 年前の 1968 年については、山内
昌之が次のとおり述べている。
















































































































































108 地 域 学 論 集　 第 15 巻 第 1 号（2018） 




































































































































































る。               （安藤隆一）
第 2章 身近な他者を語ることの意義 
─徳永進を中心に 
第 1節 “優劣の基準”をめぐる欲望 
 濱崎洋三（26）は、1963 年から 68 年までの 5 年間、
鳥取西高校新聞部の顧問を務め、教え子たちが中心
となって創刊した『まちの本 スペース』（0 号〈78
年〉～20 号〈85 年〉）に、21 回にわたり、「地方史研
究雑感」を連載した。その中の「連載 18 回 胴上げ
と幟ねり 祭の風流」（『まちの本  スペース』17 号 
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第 3節 関係性の不安定化と“自由” 
 徳永進「《街の友人》看板かつぎの宣伝マン じゅ












明治 44 年に生まれ、3 歳の時に両親と死別、昭和 10
年頃から看板かつぎの仕事を始めた。満洲の戦地で
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第 3節 関係性の不安定化と“自由” 
 徳永進「《街の友人》看板かつぎの宣伝マン じゅ












明治 44 年に生まれ、3 歳の時に両親と死別、昭和 10
年頃から看板かつぎの仕事を始めた。満洲の戦地で































































ちの本 スペース』11 号 1979 年 5 月）には、語り
手が勤める病院に入院して来た「おシズさん」の半
生が、彼女の言葉を引用しながら綴られている。 







































































の本 スペース』11～12 号 1981 年 8・12 月 連載
2 回で中絶）に目を移してみたい。作中に流れる時





































景 トロ箱のおばさん」（『まちの本 スペース』4 号 











































 2017 年 10 月 10 日、安藤隆一とともにインタビュ
ーを行った際、徳永は、当事者である患者にエピソ
114 地 域 学 論 集　 第 15 巻 第 1 号（2018） 








の本 スペース』11～12 号 1981 年 8・12 月 連載
2 回で中絶）に目を移してみたい。作中に流れる時





































景 トロ箱のおばさん」（『まちの本 スペース』4 号 





















































































委ねられている。         （岡村知子） 
おわりに 



































る。               （岡村知子） 
注 
（1）田村紀雄『タウン誌入門』（大和書房 1979 年 4 月 9
ページ）
（2）田村紀雄『地域メディア時代―コミュニティ情報を
どうとらえるか』（ダイヤモンド社 1979 年 5 月 146
ページ）





『鳥城』12 号 1979 年 3 月 50 ページ）
（6）注（5）に同じ（50～51 ページ）。
（7）安藤隆一「地元文化へ ゲリラ出撃」（朝日新聞鳥取
支局編『私の交遊抄（中）』スペース企画 1989 年 10
月 378 ページ）
（8）『まちの本  スペース』（2 号 1979 年 ※刊行月不明
115岡村 知子・安藤 隆一：鳥取のタウン誌『スペース』をめぐる一考察
 52 ページ）
（9）  『まちの本 スペース』（20 号　1985 年 7 月　44 ペー
ジ）












（14）  『ジゲおこし風土記 PART Ⅱ「ジゲおこし」から「誇
り」へ』（鳥取県ジゲおこし団体連絡協議会　1997
年 3 月　32 ページ）
（15）  『まちの本 スペース』（11 号　1981 年 8 月　48 ペー
ジ）
（16）  団塊の世代とは、日本において、第一次ベビーブー














高資料係編『鳥城』第一七号　1984 年 3 月　42 ペー
ジ）
（20）  小熊英二『1968（下）叛乱の終焉とその遺産』（新
曜社　2009 年 7 月　783 ～ 784 ページ）
（21） 注（20）に同じ（78 ページ）。
（22）  注（18）に同じ（67 ページ）。
（23）  徳永進「暖かい群を求めて　故郷と癩と私都村」（『別
冊　経済評論』9 号　1972 年 5 月　194 ページ）
（24）  注（23）に同じ（194 ページ）。
（25）  徳永美枝子『私と私都村』（私家版　1978 年　12 ～
13 ページ）
（26）  『伝えたいこと　濱崎洋三著作集』（定有堂書店　
















くま学芸文庫　2000 年 7 月　124 ページ）
（28）  鷲田清一・徳永進『ケアの宛先─臨床医、臨床哲学




青春群像』（岩波書店　1997 年 11 月）参照。
（30）  初出は、「にっぽんユートピア」（『アサヒグラフ』
1978 年 1 ～ 6 月）。










冊　経済評論』9 号　1972 年 5 月）
（33）  注（32）に同じ。




























層』7 号 1980 年 9 月〉、「戦争ごっこ」〈『断層』8 号 
1981 年※刊行月不明〉、「…そして、戦争は始まった」







出版 1985 年 9 月）参照。 
（39）「だれでも編集に参加できる新スタイルの本「まち
の本・スペース」 ヤングが既成の文化に挑戦」（『日
本海新聞』1978 年 12 月 13 日） 
（40）注（39）に同じ。 






1978 年 10 月 『まちの本  スペース』発刊準備の会
合、開始。
    12 月  『まちの本  スペース』0 号発行。
1984 年 5 月 『まちの本  スペース』18 号 5 周年
記念号、通常の 2 倍以上の 100 ペー
ジ。
1985 年 10 月 『タウン情報誌  まちの本  スペース』
21 号と「タウン情報誌」という名称
を付加。




1989 年 2 月  「スペース企画」から単行本第 1 号
として『紙原四郎きりえ画文集』を
出版。
3 月    食べ歩きガイド『カルチャー食』を
出版。
4 月   『とっとり・くらよし  タウン情報
誌 まちの本  スペース』34 号と改
称し、コロン編集室（倉吉地区）と
共同で編集。
   6 月   朝日新聞鳥取支局編『私の交遊抄
（上）』を出版。（中）は同年 10 月、
（下）は 1990 年 7 月出版。
   9 月    『月刊タウン情報誌  鳥取・倉吉・米
子 スペース』10 月号（通巻 37 号）





1990 年 4 月 『月刊タウン情報誌  鳥取・倉吉・米
子 スペース』4 月号（通巻 43 号）
から発行元をスペース企画に変更。
8 月  『スペース』メンバーが中心となっ
て編集した『とっとり大好き』（発行 
鳥取県企画部文化国際課  編集 
とっとり大好き刊行委員会）が 1 万
部発行される。
1992 年 1 月  「スペース企画」を法人化し、「株式
会社 スペース企画」を設立。




1997 年 12 月 『タウン情報  スペース』1 月号（通
巻 136 号）をもって終刊。
奥付、編集後記等関係資料 
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らない」〈『断層』7 号　1980 年 9 月〉、「戦争ごっこ」
〈『断層』8 号　1981 年※刊行月不明〉、「…そして、






8   波平恵美子『民俗宗教シリーズ　ケガレ』（東京堂
出版　1985 年 9 月）参照。
（39）  「だれでも編集に参加できる新スタイルの本「まち
の本・スペース」　ヤングが既成の文化に挑戦」（『日
本海新聞』1978 年 12 月 13 日）
（40） 注（39）に同じ。
（41）  「編集室から」（『まちの本 スペース』5 号 1979 年
12 月）
※引用文の傍点は、注記のない限り引用者による。
 1978 10   の  スペース』発刊準備の 
 会合、開始。
  12  『まちの本 スペース』0 号発行。
 1984 年 5 月 『まちの本 スペース』18 　5  
  記念 号、 通 常 の 2 倍 以 上 の 
  100 ページ。
 1985 年 10 月  『タウン情報誌 まちの本 スペー 
  ス』21 号と「タウン情報誌」とい 
  う名称を付加。
 1988 年 12 月  「スペース編集室」を「スペース 
  企画」と改称し、『スペース』編集 
  部門（名称は「スペース編集室」を 
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  米子 スペース』10月号（通巻37号） 
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  （代表 山本利絵）に変更（企画・ 
  編集はスペース編集室）。
  専従スタッフを置き、念願の月刊化 
  を実現。
 1990 年 4 月 『月刊タウン情報誌 鳥取・倉吉・ 
  米子 スペー 』4 月号（通巻 43 号） 
  から発行元をスペース企画に変更。
 8 月  『スペース』メンバーが中心となっ
  て編集した『とっとり大好き』（発
  行　鳥取県企画部文化国際課　編集 
　  とっとり大好き刊行委員会）が1万 
 部発行される。
 1992 年 1 月 「スペース企画」を法人化し、「株式 
 会社 スペース企画」を設立。
 9 月 『ジゲおこし情報誌 因伯人』（発行 
  鳥取県企画部企画課）の編集・取材 
  を「株式会社 スペース企画」が受託。
 1997 年 12 月 『タウン情報 スペース』1  
  巻 136 号）をもって終刊。
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に 12 月 8 日とあり、本稿では 12 月とした。
0 号（1978 年 12 月）全 48 ページ
・地酒特集










1 号（1979 年）全 52 ページ
・特集 とっとり駅前大解剖
・編集 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
2 号（1979 年）全 52 ページ
・編集 スペース編集室 喫茶デュフィ内（鳥取市
末広温泉町 454）
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に 12 月 8 日とあり、本稿では 12 月とした。
0 号（1978 年 12 月）全 48 ページ
・地酒特集










1 号（1979 年）全 52 ページ
・特集 とっとり駅前大解剖
・編集 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
2 号（1979 年）全 52 ページ
・編集 スペース編集室 喫茶デュフィ内（鳥取市
末広温泉町 454）















































































6 号（1980 年 3 月）全 50 ページ
・特集 80 年代とっとり















7 号（1989 年 4 月）全 48 ページ
・特集 砂丘再考
・編集 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
発行人 中尾行雄
・印刷・製本 今井書店印刷工場




8 号（1980 年 7 月）全 68 ページ
・特集 鳥取ナイトガイドマップ／和紙の里を訪ね
て












9 号（1980 年 11 月）全 48 ページ
・特集 ディスカバー地酒（永久保存版）／旅─そ
の大いなるロマン








10 号（1981 年 3 月）全 44 ページ
・特集 日本海


















11 号（1981 年 8 月）全 48 ページ
・特集 ライフスタイルを見直そう！！
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地域学論集 第 14 巻第 2 号(2017)
・編集 スペース編集室 鳥取市戎町 456 発行人 
中尾行雄
・印刷 谷岡印刷 鳥取市元町 126
「スペース執筆陣を中心に月 1 回毎月 1 日の日に例
会をもっている。スペースとは別組織とし、「セミナ

















12 号（1981 年）全 36 ページ
・特集 活字中毒者マニュアル





















13 号（1982 年 8 月）全 32 ページ
・特集 渇殺  鳥取城「なぜ・いま吉川経家なのか」
・編集長 石井昭 編集者 佐々木晴行、
佐々木千恵子、杉村真佐子、谷口健二、古田江利子、
山本栄一、米沢勇
・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61















14 号（1982 年 11 月）全 44 ページ
・特集 食べる




・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61
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地域学論集 第 14 巻第 2 号(2017)
・編集 スペース編集室 鳥取市戎町 456 発行人 
中尾行雄
・印刷 谷岡印刷 鳥取市元町 126
「スペース執筆陣を中心に月 1 回毎月 1 日の日に例
会をもっている。スペースとは別組織とし、「セミナ

















12 号（1981 年）全 36 ページ
・特集 活字中毒者マニュアル





















13 号（1982 年 8 月）全 32 ページ
・特集 渇殺  鳥取城「なぜ・いま吉川経家なのか」
・編集長 石井昭 編集者 佐々木晴行、
佐々木千恵子、杉村真佐子、谷口健二、古田江利子、
山本栄一、米沢勇
・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61















14 号（1982 年 11 月）全 44 ページ
・特集 食べる




・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61





















15 号（1983 年 3 月）全 52 ページ（奥付には、昭和
57 年（つまり、1982 年）とあるが、前後の号から、
明らかに誤りであり、1983 年に修正した。）





・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61















16 号（1983 年 7 月）全 44 ページ
・特集 「夢・ロマン」




・発行所 スペース編集室 鳥取市江崎町 61


















17 号（1983 年 10 月）全 36 ページ
・特集 今我々にとって祭りはあるか？




・発行所 スペース編集室 鳥取市江崎町 61















18 号（1984 年 5 月）全 100 ページ
・編集 石井昭、寺谷光浩、安藤隆一、石本千歳、
沢田保洋、竹内ひとみ、古田江利子、東田和佳子
・発行所 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
















19 号（1984 年 12 月）全 32 ページ
121岡村 知子・安藤 隆一：鳥取のタウン誌『スペース』をめぐる一考察
地域学論集 第 14 巻第 2 号(2017)
・特集 鳥取文化を斬る
・編集長 安藤隆一 編集 石井昭、寺谷光浩、
沢田保洋、津原孝則、竹内ひとみ、前田美雪、
森下真由美、木下尚子
・発行所 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
・印刷 谷岡印刷 鳥取市元町 126
20 号（1985 年 7 月）全 44 ページ
・編集長 安藤隆一 編集 石井昭、寺谷光浩、
桐島美寿穂、田中淳恵、沢田保洋、津原孝則、
河崎倫子、寺町富貴子、尾崎真美 
・発行所 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
・写植・版下 創英 印刷 今井書店印刷工場
「最初は隔月刊であったがその後は、季刊となり、
さらに年 2 刊最近はその年 2 刊も危い状態となって





















・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61






22 号（1986 年 2 月）全 40 ページ
・特集 100 人に聞きました もしもあなたが……





・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61










23 号（1986 年 4 月）全 32 ページ
・特集 THE 結婚





・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61
・写植・版下 創英 印刷・製本 鳥取プリント
「スペースも今年で 8 年目に入っている。創刊号以
来のメンバーは私だけとなってしまった。編集部の




24 号（1986 年 7 月）全 40 ページ
・特集 スポーツあらかると
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地域学論集 第 14 巻第 2 号(2017)
・特集 鳥取文化を斬る
・編集長 安藤隆一 編集 石井昭、寺谷光浩、
沢田保洋、津原孝則、竹内ひとみ、前田美雪、
森下真由美、木下尚子
・発行所 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
・印刷 谷岡印刷 鳥取市元町 126
20 号（1985 年 7 月）全 44 ページ
・編集長 安藤隆一 編集 石井昭、寺谷光浩、
桐島美寿穂、田中淳恵、沢田保洋、津原孝則、
河崎倫子、寺町富貴子、尾崎真美 
・発行所 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
・写植・版下 創英 印刷 今井書店印刷工場
「最初は隔月刊であったがその後は、季刊となり、
さらに年 2 刊最近はその年 2 刊も危い状態となって





















・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61






22 号（1986 年 2 月）全 40 ページ
・特集 100 人に聞きました もしもあなたが……





・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61










23 号（1986 年 4 月）全 32 ページ
・特集 THE 結婚





・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61
・写植・版下 創英 印刷・製本 鳥取プリント
「スペースも今年で 8 年目に入っている。創刊号以
来のメンバーは私だけとなってしまった。編集部の




24 号（1986 年 7 月）全 40 ページ
・特集 スポーツあらかると
















25 号（1986 年 10 月）全 40 ページ
・特集 What’s 図書館







26 号（1986 年 12 月）全 32 ページ
・特集 とっとり飲み屋マップ







27 号（1987 年 3 月）全 40 ページ
・特集 春らんまんドライヴガイド






























・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61
・印刷・製本 西日本印刷

















・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61
・印刷・製本 西日本印刷
30 号（1988 年 2 月）全 48 ページ
・特集 SPACE とともにあなたの 10 年をふり返っ
てみませんか







・発行人 安藤隆一 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61
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窓会」この 3 本をスペース 10 周年の記念企画とし
て考えている。（隆）」（「編集後記」48 ページ）
31 号（1988 年 7 月）全 40 ページ
・特集 「スペース風」夏のすごしかた

















32 号（1988 年 9 月）全 36 ページ
・特集 食欲の秋 これが野外料理だ







・発行人 畑中恒信 発行所 スペース編集室 鳥
取市江崎町 61
・印刷・製本 西日本印刷
33 号（1988 年 12 月）全 36 ページ
・特集 真冬の NAVIGATION







・編集所 スペース編集室 鳥取市江崎町 61
・発行人 畑中恒信 発行所 スペース企画
・印刷・製本 西日本印刷
34 号（1989 年 4 月）全 36 ページ





崎町 61 コロン編集室（倉吉地区） 東伯郡北条町
国坂 1639－5
・発行人 畑中恒信 発行 スペース企画 鳥取市
安長 380－1（山陰急便内）
・印刷 中央印刷（株） 鳥取市南栄町 34
35 号（1989 年 7 月）全 32 ページ
・特集 とっておきの夏





崎町 61 コロン編集室（倉吉地区） 東伯郡北条町
国坂 1639－5
・発行人 畑中恒信 発行 スペース企画 鳥取市
安長 380－1（山陰急便内）
・印刷 中央印刷（株） 鳥取市南栄町 34
（安藤隆一・岡村知子）
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